












































南シナ海に注ぐ。全長約 4,909 キロの川の流域には、約 6,000
万人の人びとが暮らしている。 

















 メコン河流域全域の平均年間流量の 3 割以
上を供給しているラオスは、2020 年までに低
開発途上国（LDC）からの脱却を目指して、
経済開発を進めている。過去 10 年、8%前後の
高い経済成長率を達成する一方、今も国民の 7
〜8 割は農村部に暮らしている。そうした農村
部の人びとの暮らしは豊かな森林や河川の資
源に支えられてきた。 
 ラオス南部チャムパサック県にシーパンド
ン（四千の島々）と呼ばれる地域がある。メコ
ン河が複雑に分流し、川の中に多くの島が浮か
んでいることからその名が付いた。「アジアのナイアガラ」とも呼ばれる景観美を誇るコーンの滝や、
絶滅危惧種イラワジイルカ（カワゴンドウ）の生息地を有し、ラオス有数の観光名所となっている。 
 豊かな漁業資源に恵まれたシーパンドンでは、漁業は人びとの食と経済活動を支えてきた。また、魚
は発酵食品や干物に加工され、かつては米などの必要な物資と物々交換されてきた。さらに、多く獲れ
た人は他人に分け与えるといったことにより、魚は社会福祉的な相互扶助にも一役買ってきた。 
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ラオスで進む本流ダム開発 
 豊かな漁業資源を採取・利用する人びとの知恵が培われてきたシーパンドンでは、現在、マレーシア
企業によってドンサホン・ダムの建設が進んでいる。中国を除くメコン河下流では、同じくラオスに建
設中のサイヤブリ・ダムに次ぐメコン河本流のダム開発となる。元々雨季と乾季で水位差がある流量を
一定にすることによる魚類や水棲生物への悪影響とそれに伴う漁業被害が予想される他、希少種で観光
資源でもあるイラワジイルカの生存を脅かすことになる。暫定メコン委員会事務局が 1994 年に発表し
た報告書には、シーパンドンのコーンの滝を「生態学的にユニーク、メコン河下流の縮図」とし、「こ
うした自然豊かな貴重な場所は、開発事業から守られるためのあらゆる努力が払われるべき」としてい
る。また、その後の調査でも、この地がメコンの魚の回遊にとって重要な通過点であることを明らかに
している。 
 それにも関わらず、水力発電開発によって「東南アジアのバッテリー（電源）」となることを国策と
するラオスは、メコン河委員会（MRC）が定める「通知、事前の協議および同意の手順（PNPCA）」
を踏まずにダム開発を強行している。その背景には、一党独裁政権の下で影響住民や市民社会が自由に
発言することができないというラオスの政治・社会状況もある。 
 
メコンの将来と私たちの暮らし 
 私たちはダム開発を「経済発展 vs.環境」という構図で見がちだが、ドンサホン・ダムの事例からは、
発電による収入と観光・漁業への打撃という収支が十分に検討されないまま開発が進められている問題
や、開発によって利益を得る外国企業と一部の権力者と被害を受ける漁民や農民という構図が見えてく
る。また、ダムによって自然資源だけではなく、それを利用してきた人びとの知恵も失われようとして
いる。 
 今回のセミナーでは、メコン地域、特にラオスの話をしてきた。私たちは「豊かな日本、貧しいラオ
ス」と考えがちだが、果たしてそう言い切れるだろうか。確かに、日本では水道の蛇口を捻れば安心し
て飲める水が出てくる。ラオスでは、水道がなく生活用水を井戸や川の水に頼る地域も多い。一方で、
日本では普段の暮らしのなかで水の恵みに接する機会は少なく、限られた水源に頼っているため、一度
災害が起これば、飲み水にも事欠くことになる。メコン流域では、今も多くの地域で人びとは水の恵み
とともに暮らし、自然資源を利用する豊かな知恵が受け継がれている。経済発展に伴う様々な環境・社
会問題を経験してきた日本の教訓をメコンの人びとが学ぶ必要があるのと同時に、メコン河が育んでき
た豊かな自然と人びとの暮らしの関わりから、私たちが学ぶ価値もあるのではないだろうか。 
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